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日
本
古
代
の
クロ
テ
ン
の
皮
衣（
黒
貂
裘
）の

形
状
につい
て

大

大
學（
智
志
）

During the 8th-12th centuries in Japan, “furuki-no-kawaginu” or sable coat was the rage 
among high class aristocrats and was a symbol of nobility and wealth. However, the shape 

is almost unknown because there are no remains or no drawings. However, “furuki-no-kawaginu” was 
described in some literary works and diaries in ancient Japan, which contain a little information of 
the shape. In addition, drawings and remains of sable coats in other regions and periods in East Asia 
potentially have information of the shape of the ancient Japanese coat. In this report, the shape is inferred 
based on those sources of information. “Furuki-no-kawaginu” was divided into at least two size groups : 
long and short types. Further, the front part of the coat seems to divide right and left. Some other features 
were also inferred.

Estimation for the shape of sable coat or jacket in ancient Japan

Satoshi Daigaku OHDACHI
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Summary

1 
は
じ
め
に

日
本
で
は
中
世
以
降
、
毛
皮
製
品
は
、
武
具
へ

の
利
用
や
武
家
・
公
家
の
儀
礼
の
威
儀
物
や
狩
猟

者
の
服
装
を
除
き
あ
ま
り
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な

く
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
の
華
や
か
な

毛
皮
文
化
と
比
し
、
比
較
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
些

細
な
脇
役
に
押
し
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

日
本
で
も
奈
良
か
ら
平
安
時
代
（
お
そ
ら
く
鎌
倉
時

代
初
期
ま
で
）
の
長
期
間
に
わ
た
り
、
毛
皮
服
は

重
要
な
服
飾
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、
特
に
黒
貂
の
皮

衣
は
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
現
代
の
多
く
の
日

本
人
の
記
憶
か
ら
は
、
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
の
コ
ー

ト
が
古
代
日
本
と
く
に
平
安
時
代
に
大
ブ
レ
ー

ク
し
て
い
た
こ
と
﹇
西
村
2
0
0
3
、
上
田
2
0
0
4
、

河
添
2
0
0
8
﹈
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一

般
の
知
名
度
の
低
さ
と
は
対
照
的
に
、
ク
ロ
テ
ン

の
毛
皮
の
利
用
・
交
易
は
研
究
者
に
と
っ
て
は
興

味
深
い
研
究
対
象
で
あ
り
、
近
年
、
そ
の
研
究
は
、

考
古
学
や
文
化
人
類
学
、
歴
史
学
な
ど
の
多
分
野

の
学
問
領
域
に
お
い
て
活
発
に
な
さ
れ
て
い
る

﹇
佐
々
木
1
9
9
6
、
海
保
2
0
0
0
、
出
利
葉
2
0
0
2
、

西
村
2
0
0
3
、
蓑
島
2
0
0
5
、
高
瀬
2
0
0
9
﹈。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
ク
ロ
テ
ン
の
利
用
に
関

す
る
研
究
・
議
論
は
さ
か
ん
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
肝
心
の
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
形
状
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
当
時
の
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
に
つ
い
て
の
遺
品
や

絵
画
資
料
が
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
直
接
的
な
資
料
は
な
い
が
、
日
記
や

文
学
作
品
に
お
い
て
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
に
関
す
る

記
載
は
少
な
い
な
が
ら
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
失

わ
れ
た
過
去
の
も
の
を
〝
子
孫
〞
や
〝
親
類
〞
か

ら
復
元
推
定
す
る
手
法
と
し
て
最
節
約
法
が
し
ば

し
ば
行
わ
れ
る
。
古
代
か
ら
近
世
に
お
け
る
東
ア

ジ
ア
諸
地
域
の
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
は
何
ら
か
の
系

統
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
古
代
日
本

の
皮
衣
の
形
状
推
定
の
情
報
源
に
な
り
得
る
。
そ

こ
で
本
論
で
は
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
形
状
に
関
す

る
情
報
を
文
献
か
ら
最
大
限
引
き
出
し
、
ま
た
厳

密
な
最
節
約
法
の
適
用
は
行
わ
な
い
が
周
辺
地
域

の
皮
衣
の
情
報
を
比
較
し
て
、
古
代
日
本
の
黒
貂

裘
の
形
状
に
つ
い
て
の
推
定
を
行
う
。

2 

ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
呼
称

ク
ロ
テ
ン（
黒
貂
）M

artes zibellina 

（Linnaeus 

1758

）
は
日
本
で
は
古
く
は
「
フ
ル
キ
」（
布
流

木
）
と
呼
ば
れ
（『
倭
名
類
聚
鈔
』）、
鎌
倉
中
期

以
降
は
ク
ロ
テ
ン
を
含
む
テ
ン
類
（M

artes sp.

）

は
「
テ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
﹇
海
保

2
0
0
0
﹈。
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
は
、
黒
貂
裘
（『
江

家
次
第
』）、
黒
貂
之
裘
、
あ
る
い
は
、
黒
貂
皮
衣

（『
西
宮
記
』）
と
漢
字
表
記
さ
れ
る
。
単
に
「
貂

裘
」（『
御
堂
関
白
記
』）
と
黒
を
除
い
て
書
か
れ
る

場
合
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

読
み
は
、「
ふ
る
き
の
か
わ
ぎ
（
き
）
ぬ
」（『
う
つ

ほ
物
語
』、『
源
氏
物
語
』）
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

『
倭
名
類
聚
鈔
』（
装
束
部
）
に
よ
れ
ば
、「
裘
」

に
つ
い
て
「
説
文
云
、
裘
。
音
求
、
加
波
古
路

毛
、
俗
云
加
波
岐
奴
、
皮
衣
也
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
「
ふ
る
き
の
か
わ
ご
ろ
も
」
と
も
読
ま
れ
て
い

た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
「
黒
貂
之
裘
」
の
音
読

み
と
し
て
「
こ
く
ち
ょ
う
の
き
ゅ
う
」﹇
日
本
漢
字

教
育
振
興
会
1
9
9
7
﹈、
黒
貂
裘
は
「
こ
く
ち
ょ
う

き
ゅ
う
」﹇
川
崎
1
9
6
4
﹈
と
読
ま
れ
る
。
こ
の

ほ
か
に
黒
貂
裘
の
同
義
語
と
し
て
「
ふ
る
き
の

か
は
の
お
ほ
ん
ぞ
」（
黒
貂
の
皮
の
御
衣
）
が
あ
る

（『
多
武
峯
少
将
物
語
』）。

3 

古
代
に
お
け
る
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
利
用

日
本
に
お
け
る
貂
に
関
す
る
初
め
て
の
公
式

記
録
は
、『
続
日
本
紀
』
の
神
亀
5
年
（
7
2
8
）

1
月
17
日
に
初
め
て
の
渤
海
使
が
朝
廷
に
貂
皮

3
0
0
張
を
貢
い
だ
記
録
（
貂
皮
三
百
張
奉
送
）
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
貂
」
が
ク
ロ
テ
ン
か
別

の
種
の
テ
ン
類
か
ど
う
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
状
況
証
拠
に
よ
り
、
こ
の
時
の
貢
納
品
は
ク

ロ
テ
ン
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
﹇
蓑
島
2
0
0
5
﹈。

こ
の
貂
皮
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
貂
裘
に
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
神
亀
5
年
以
前
に
も
黒
貂
裘
や
貂
皮
が
隋

や
唐
と
の
交
流
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も

あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
利
用

の
公
式
記
録
は
8
世
紀
の
奈
良
時
代
で
あ
る
。

こ
の
渤
海
国
か
ら
の
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
の
大
量

輸
入
を
契
機
に
、
そ
の
後
、
黒
貂
裘
（
単
に
貂
裘
）

は
奈
良
や
京
都
を
中
心
と
す
る
日
本
で
大
ブ
レ
ー

ク
す
る
﹇
西
村
2
0
0
3
、
上
田
2
0
0
4
﹈。
高
価
な

輸
入
品
で
あ
る
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
大
流
行
に
対

し
て
、
朝
廷
は
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
利
用
を
制
限

し
よ
う
と
試
み
る
。
先
ず
は
、
仁
和
元
（
8
8
5
）

年
1
月
17
日
の
詔
で
、
参
議
未
満
の
も
の
の
貂

裘
の
使
用
を
禁
じ
る
（『
日
本
三
代
實
録
』）。
こ
れ

は
最
終
的
に
『
延
喜
式
』（
弾
正
台
）
で
、
貂
裘
の

使
用
を
参
議
以
上
の
着
用
（
凡
貂
裘
者
。
参
議
已
上

聴
著
用
之
）、
と
正
式
な
法
令
と
し
て
制
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
『
扶
桑
略
記
』
の
延
喜
20
（
9
2
0
）

年
5
月
5
日
に
「
蕃
客
入
京
之
間
可
聴
着
禁
物
」

と
あ
り
、
渤
海
使
が
入
京
し
た
と
き
に
は
、
参
議

未
満
の
も
の
で
も
「
禁
物
」
の
使
用
が
許
可
さ
れ

た
。
こ
の
禁
物
に
は
黒
貂
裘
も
含
ま
れ
て
い
る
と

い
う
﹇
上
田
2
0
0
4
﹈。

次
は
、
い
つ
頃
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、『
御
堂
関
白

記
』
に
藤
原
道
長
が
長
和
4
（
1
0
1
5
）
年
に
宋

僧
に
貂
裘
を
3
領
送
り
、
さ
ら
に
そ
の
直
後
に
彼

は
別
の
宋
僧
に
貂
裘
1
領
を
送
っ
た
と
の
記
述
が

あ
る
。
こ
の
事
実
は
11
世
紀
初
頭
の
貴
族
社
会
に

お
い
て
、
貂
裘
は
ま
だ
重
宝
と
の
認
識
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
を
利
用

し
な
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
し
ば
し
ば
渤
海
国

の
滅
亡
（
9
2
6
年
）
に
よ
る
原
皮
の
供
給
停
止
が

上
げ
ら
れ
る
（
例
え
ば
、﹇
河
添
2
0
0
8
﹈）。
し
か

し
後
述
す
る
蓑
島
説
﹇
蓑
島
2
0
0
5
﹈
の
よ
う
に

奥
州
│
北
海
道
ル
ー
ト
で
も
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
を

入
手
し
て
い
た
と
す
る
と
10
世
紀
以
降
も
原
皮
を

入
手
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
本
州
以
南

に
は
ニ
ホ
ン
テ
ン M

artes m
elam

pus 

（W
agner, 

1840

）
が
生
息
し
、
こ
れ
を
用
い
れ
ば
「
貂
裘
」

の
作
製
が
可
能
で
あ
っ
た
。
黒
貂
裘
（
ま
た
は
貂

裘
）
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
原
皮
の
供
給

不
足
だ
け
で
は
な
く
、
動
物
製
品
一
般
を
貴
族
社

会
が
忌
避
す
る
よ
う
に
な
っ
た
事
と
関
係
が
あ
る

だ
ろ
う
。
貴
族
社
会
の
宗
教
的
な
観
点
（
不
殺
生
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戒
、
穢
れ
な
ど
）
か
ら
、
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
を
含
む

動
物
製
品
観
の
詳
し
い
変
遷
も
調
査
す
る
必
要
も

あ
ろ
う
。

さ
ら
に
気
温
の
温
暖
化
か
ら
着
な
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
平
安
後
期
の
京

都
で
気
温
が
下
が
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
む

し
ろ
、
渤
海
使
が
来
て
い
た
9
〜
10
世
紀
は
高
温

な
気
候
で
﹇
吉
野
1
9
9
5
b
、
安
田
1
9
9
9
﹈、
11

世
紀
以
降
や
や
寒
く
な
り
、
13
世
紀
ぐ
ら
い
に

ま
た
温
暖
化
す
る
﹇
青
野
・
小
元
1
9
9
4
﹈。
同
様

に
渤
海
国
が
最
も
栄
え
た
8
〜
9
世
紀
の
ア
ジ

ア
大
陸
東
側
で
も
温
暖
な
気
候
で
あ
っ
た
﹇
吉
野

1
9
9
5
a
﹈。
し
た
が
っ
て
、
寒
冷
だ
か
ら
貂
裘

を
用
い
、
温
暖
に
な
っ
た
か
ら
用
い
な
く
な
っ
た

と
い
う
論
は
短
絡
的
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る

重
明
親
王
の
暑
い
時
期
で
の
着
用
を
思
え
ば
、
黒

貂
裘
は
富
貴
の
シ
ン
ボ
ル
や
威
儀
物
で
も
あ
り
、

気
温
は
副
次
的
要
因
で
し
か
な
い
。

現
時
点
で
は
私
は
、
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
が
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
フ
ル
キ
と
い
う
言
葉
が
実

用
上
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
鎌
倉
時
代
中
期
﹇
海
保

2
0
0
0
﹈
よ
り
や
や
前
の
鎌
倉
時
代
初
期
つ
ま

り
12
世
紀
頃
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
時
期
を
さ
ら
に
特
定
す
る
に
は
別
の
記
録

の
吟
味
が
必
要
だ
ろ
う
。
例
え
ば
『
西
宮
記
』
に

よ
れ
ば
、
石
清
水
八
幡
宮
の
臨
時
祭
で
は
、
舞
人

は
祭
り
の
帰
り
に
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
を
着
用
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
﹇
田
辺
1
9
8
8
﹈、
社
記
な

ど
の
記
録
が
あ
れ
ば
貂
裘
が
着
ら
れ
な
く
な
っ
た

時
期
を
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
（
八
條

忠
基
氏
指
摘
）。
具
体
的
に
い
つ
頃
か
ら
ク
ロ
テ
ン

の
皮
衣
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
、

今
後
、
文
献
記
録
の
精
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

4 

ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
形
状
推
定
の

手
掛
か
り
と
な
る
資
料

日
本
の
古
代
に
お
け
る
皮
衣
の
形
状
が
描
か
れ

た
同
時
代
の
絵
画
資
料
や
遺
物
は
今
の
と
こ
ろ
報

告
さ
れ
て
い
な
い
。
利
用
で
き
る
資
料
は
文
献
記

載
と
東
ア
ジ
ア
の
周
辺
地
域
の
同
類
の
服
飾
と
の

比
較
で
あ
る
。
以
下
で
は
日
本
お
よ
び
中
国
で
の

皮
衣
の
形
状
に
関
す
る
文
献
資
料
と
、
古
代
日
本

の
黒
貂
裘
と
の
関
連
が
期
待
さ
れ
る
古
代
か
ら
近

世
の
東
ア
ジ
ア
で
の
絵
画
資
料
を
検
討
す
る
。

①　
重
明
親
王
の
黒
貂
裘

ク
ロ
テ
ン
を
め
ぐ
る
話
題
と
し
て
し
ば
し
ば

論
議
さ
れ
て
い
る
の
は
、
醍
醐
天
皇
の
皇
子
の
重し

げ

明あ
き
ら

親
王
（
9
0
6
〜
9
5
4
年
）
が
黒
貂
裘
を
重
ね

着
し
て
、
一
領
し
か
着
て
い
な
い
渤
海
使
が
驚
愕

し
た
と
い
う
『
江
家
次
第
』
の
記
述
で
あ
ろ
う
。

重
明
親
王
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
う
い
う
装
束

で
渤
海
使
と
会
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は
、
皮
衣
の

形
状
推
定
上
、
重
要
で
あ
る
の
で
、
こ
の
件
に
つ

い
て
、
先
行
す
る
論
述
の
吟
味
を
含
め
詳
し
く
検

討
す
る
。

多
く
の
文
献
で
は
﹇
田
辺
1
9
8
8
、
西
村

2
0
0
3
、
上
田
2
0
0
4
、
蓑
島
2
0
0
5
、
河
添

2
0
0
8
﹈、
重
明
親
王
が
渤
海
使
と
会
っ
た
の

は
延
喜
20
（
9
2
0
）
年
と
し
て
い
る
。
田
辺

（
1
9
8
8
）﹇
田
辺
1
9
8
8
﹈
の
指
摘
の
よ
う
に
、

重
明
親
王
の
年
齢
か
ら
す
る
と
前
年
の
延
喜
19

年
に
来
貢
し
た
渤
海
使
斐は

い

璆き
ゅ
う

の
一
行
（
延
喜
20
年

5
月
に
入
京
）
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

さ
ら
に
、
い
く
つ
か
の
文
献
﹇
西
村
2
0
0
3
、
上

田
2
0
0
4
、
河
添
2
0
0
8
﹈
で
は
、
渤
海
使
と
重

明
親
王
が
出
会
っ
た
日
時
と
場
所
を
、
延
喜
20
年

の
5
月
12
日
の
「
豊
楽
殿
で
の
饗
応
の
席
」
と
指

定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
の
原
典
で
あ

る
『
江
家
次
第
』（
春
日
祭
）
で
は
以
下
の
文
が
記

載
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
い
つ
ど
こ
で
重
明
親

王
が
渤
海
使
に
会
っ
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。

昔
蕃
客
参
入
之
時
、
重
明
親
王
乗
鴨
毛
車
、

着
黒
貂
裘
八
重
見
物
、
此
間
、
蕃
客
纔
以

件
裘
一
領
、
持
来
為
重
物
、
見
八
重
大
慚
、

云
々
。

こ
の
記
述
で
は
、
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
を
重
ね

着
を
し
た
重
明
親
王
が
牛
車
に
乗
っ
て
渤
海
使
を

「
見
物
」
し
た
、
と
だ
け
書
い
て
あ
る
。『
扶
桑
略

記
』
に
、
延
喜
19
〜
20
年
に
滞
在
し
た
渤
海
使
の

記
録
が
あ
る
が
、
延
喜
20
年
5
月
12
日
の
前
後
に

海
使
が
も
た
ら
し
た
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
の
量
で
は
、

大
ブ
レ
ー
ク
し
た
ク
ロ
テ
ン
皮
衣
の
ブ
ー
ム
の
需

要
を
全
く
満
た
さ
ず
、
日
本
は
渤
海
ル
ー
ト
と
は

別
に
、
奥
州
経
由
で
北
海
道
や
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）

か
ら
の
交
易
ル
ー
ト
で
入
手
し
た
ら
し
い
﹇
蓑
島

2
0
0
5
、
2
0
0
6
﹈。

次
に
渤
海
使
と
会
っ
た
と
き
の
重
明
親
王
の
服

装
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
近
藤
（
2
0
0
7
）﹇
近

藤
2
0
0
7
﹈
に
よ
れ
ば
、
渤
海
使
と
会
う
時
は
五

位
以
上
の
者
は
律
令
以
来
の
最
高
の
礼
装
と
さ
れ

る
唐
風
の
礼ら

い

服ふ
く

を
着
用
す
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の

典
拠
と
し
て
「
律
令
」
の
施
行
規
則
で
あ
る
『
延

喜
式
』（
完
成
は
10
世
紀
半
ば
過
ぎ
）
に
よ
る
と
し
て

い
る
。
こ
こ
で
『
延
喜
式
』
の
記
載
を
調
べ
て
み

る
と
、
確
か
に
近
衛
府
・
衛
門
府
・
兵
衛
府
の
五

位
以
上
の
武
官
は
、
朝
集
堂
で
の
渤
海
使
（
蕃
国

使
）
と
の
謁
見
式
の
よ
う
な
「
大
儀
」
に
は
礼
服

（
武
礼
冠
）
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
こ
の
礼
服
着
用
規
定
の
次
に
、
以
下
の
記
述

が
あ
る
（
近
衛
府
の
例
で
あ
る
が
、
衛
門
府
、
兵
衛
府
で

も
職
名
を
か
え
て
同
様
な
記
述
で
あ
る
）。

中
儀
謂
元
日
宴
会
。
正
月
七
日
。
十
七
日
。

大
射
。
十
一
月
新
甞
会
。
及
饗
賜
蕃
客
。
少

将
已
上
並
著
位
襖
。
横
刀
。
靴
。
策
著
幟
殳
。

つ
ま
り
「
蕃
客
の
饗
応
」
の
よ
う
な
「
中
儀
」

で
は
五
位
以
上
（
近
衛
府
で
は
少
将
）
の
武
官
で
も

「
位
襖
」
つ
ま
り
束
帯
（
朝
服
）
が
着
用
さ
れ
て
い

た
。

一
方
で
、
文
官
や
親
王
が
渤
海
使
と
接
す
る
時

の
礼
服
着
用
に
つ
い
て
の
規
定
は
『
延
喜
式
』
で

は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
五
位
以
上
の

文
官
や
親
王
は
「
大
儀
」
で
も
礼
服
は
着
用
し
て

い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
9
世
紀
以

降
、
礼
服
は
省
略
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
礼
服
の

着
用
は
元
日
と
即
位
式
の
み
、
さ
ら
に
時
代
が
下

る
と
即
位
式
だ
け
の
着
用
と
な
る
﹇
八
條
2
0
0
5
、

近
藤
2
0
0
7
﹈。
つ
ま
り
重
明
親
王
が
渤
海
使
と

あ
っ
た
10
世
紀
に
は
、
中
儀
は
も
と
よ
り
大
儀
で

あ
る
渤
海
使
の
謁
見
式
に
お
い
て
さ
え
も
、
行
事

参
加
者
に
は
礼
服
着
用
者
は
い
な
か
っ
た
と
推
察

さ
れ
る
。
さ
ら
に
延
喜
20
年
に
は
、
重
明
親
王
は

14
歳
の
元
服
前
と
さ
れ
る
﹇
古
代
学
協
会
・
古
代
学

研
究
所
1
9
9
4
﹈
の
で
、
彼
は
公
式
行
事
に
は
参

加
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
重
明
親
王
が
渤
海
使
を
「
見
学
」
し
た
時

は
、
改
ま
り
過
ぎ
も
せ
ず
、
く
だ
け
過
ぎ
も
し
な

い
服
装
ラ
ン
ク
の
束
帯
を
着
用
し
て
い
た
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
重
明
親
王
が
元
服

前
で
あ
る
な
ら
、
冠
は
被
ら
ず
闕
腋
袍
（
脇
を
縫
っ

て
い
な
い
袍
）
で
あ
っ
た
ろ
う
。
9
世
紀
末
か
ら

束
帯
は
、
儀
礼
が
立
礼
か
ら
座
礼
中
心
に
移
行
し

た
の
に
伴
い
、
唐
風
の
体
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
タ
イ

プ
の
朝
服
か
ら
国
風
化
が
進
み
、
袖
口
が
広
が
り

丈
が
長
寸
化
す
る
と
い
う
寛
闊
化
が
進
ん
だ
﹇
近

藤
2
0
0
7
﹈。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
黒
貂
裘
の

形
状
推
定
と
か
か
わ
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

も
渤
海
使
は
平
安
京
で
い
く
つ
か
の
公
式
行
事
に

参
列
し
て
い
る
。
そ
し
て
5
月
18
日
に
帰
国
の
途

に
向
か
う
ま
で
、
渤
海
使
一
行
は
京
に
滞
在
し
て

い
る
の
で
、
5
月
12
日
の
豊
楽
殿
で
の
饗
応
行
事

以
外
に
も
公
私
の
行
事
で
重
明
親
王
と
斐
璆
は
出

合
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。「
親
王
」
の
記
載
が
あ

る
の
は
5
月
11
日
の
八
省
院
で
の
謁
見
の
儀
式
の

時
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
重
明
親
王
と
は
特
定
で
き

な
い
（
此
日
渤
海
使
人
斐
璆
等
。
於
八
省
院
進
王
啓
並
信

物
。
巳
四
刻
。
親
王
以
下
。
参
議
已
上
向
八
省
院
）。
ま

た
、
重
明
親
王
の
日
記
の
『
吏
部
王
記
』
に
は
、

こ
の
期
日
の
記
録
は
な
い
が
、
渤
海
使
が
重
ね
着

を
し
た
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
を
認
め
る
に
は
、
近
距

離
で
の
邂
逅
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
論
で
は

他
説
の
よ
う
に
5
月
12
日
に
豊
楽
殿
で
重
明
親
王

と
斐
璆
が
出
合
っ
た
と
は
特
定
し
な
い
が
、
旧
暦

の
5
月
の
温
暖
な
季
節
で
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。

従
来
、
暑
い
最
中
に
我
慢
し
な
が
ら
毛
皮
コ
ー

ト
を
着
重
ね
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
や
財
力
を

誇
っ
た
と
す
る
捉
え
方
が
大
勢
で
あ
っ
た
﹇
西
村

2
0
0
3
、
上
田
2
0
0
4
、
河
添
2
0
0
8
﹈。
し
か

し
蓑
島
（
2
0
0
5
）
は
、
こ
の
重
ね
着
は
単
な
る

見
栄
で
は
な
く
、
渤
海
国
と
交
易
（
表
向
き
朝
貢
交

易
）
し
な
く
と
も
朝
廷
独
自
の
ル
ー
ト
に
よ
り
高

価
な
ク
ロ
テ
ン
を
入
手
で
き
る
こ
と
を
示
す
政
治

的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
、
と
す
る

画
期
的
な
説
を
唱
え
た
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、
渤
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前
述
の
『
江
家
次
第
』
の
記
述
で
は
、
重
明
親

王
は
渤
海
使
と
会
っ
た
時
に
黒
貂
裘
を
「
八
重
」

に
着
て
い
た
と
し
て
い
る
。「
八
重
」
と
は
文
字

通
り
読
め
ば
、
8
枚
重
ね
て
着
る
こ
と
だ
が
、
実

際
に
8
枚
も
重
ね
た
ら
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、「
数
多
く
重
な
っ
て
い
る
状

態
」
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
数
枚
（
2
、
3

枚
）
よ
り
も
多
い
4
〜
6
枚
程
度
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
の
注
目
点
は
、「
重
ね
着
が
で
き
る
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
皮
衣
が
筒
袖
の
よ
う
な
細
い
袖

だ
っ
た
ら
、
重
ね
着
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
し
、

寛
闊
化
し
た
袖
丈
の
長
い
束
帯
を
着
用
し
て
い
た

ら
さ
ら
に
無
理
が
あ
る
。
従
っ
て
、
皮
衣
の
袖
丈

は
少
な
く
と
も
束
帯
の
袖
よ
り
も
長
い
物
と
思
わ

れ
る
。
あ
る
い
は
半
袖
や
ベ
ス
ト
の
よ
う
な
袖
無

し
の
タ
イ
プ
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

頭
か
ら
か
ぶ
る
裲
襠
形
式
の
も
の
も
想
像
で
き
な

く
も
な
い
が
、
そ
れ
だ
と
着
重
ね
し
た
様
を
相
手

に
効
果
的
に
見
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
前

身
頃
が
左
右
に
分
割
し
た
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
平
安
時
代
の
貴
族
社
会
で
は
「
か
さ
ね

色
」
な
ど
の
美
的
セ
ン
ス
が
発
達
し
て
い
た
こ
と

﹇
八
條
2
0
0
5
﹈
か
ら
も
、
着
重
ね
た
様
を
他
人

に
見
せ
る
発
想
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
左

右
の
前
身
頃
を
交
差
さ
せ
る
か
、
現
在
の
羽
織
の

よ
う
に
垂
直
に
垂
ら
す
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

②　
『
多
武
峯
少
将
物
語
』の
出
家
者
が

　
　
利
用
し
た
黒
貂
の
皮
衣

『
多と

武う
の

峯み
ね

少し
ょ
う

将し
ょ
う

物も
の

語が
た
り

』
に
は
、
藤
原
高
光
が

応
和
元
年
（
9
6
1
）
年
に
出
家
し
て
多
武
峯
に

入
山
し
て
か
ら
翌
年
あ
た
り
ま
で
の
期
間
に
妻
や

妹
（
姉
か
？
）
ら
と
和
歌
で
や
り
と
り
し
た
こ
と

が
主
に
書
か
れ
て
い
る
。
以
下
に
ク
ロ
テ
ン
の
皮

衣
に
関
わ
る
一
節
を
引
用
す
る
。

こ
の
禅
師
の
君
の
御
は
ら
か
ら
の
君
た
ち
、

山
は
夏
も
寒
か
な
る
を
、
綿
物
奉
入
し
た
ま

ふ
。

中
宮
よ
り
、
胡
桃
の
色
の
御
直
垂
、
梔
子
染

め
の
袿
、
一
重
ね
、
黒
貂
の
皮
の
御
衣
、
青

鈍
の
指
貫
、
袷
の
袴
、
奉
れ
た
ま
へ
る
歌
、

「
夏
な
れ
ど
山
は
寒
し
と
い
ふ
な
れ
ば
こ
の

皮
衣
ぞ
風
は
防
が
む
と
て
な
む
、
奉
る
」
と

あ
り
。
御
返
し
、

「
山
風
も
防
ぎ
止
め
つ
る
皮
衣
の
う
れ
し
き

た
び
に
袖
ぞ
濡
れ
ぬ
る
」

高
光
は
中
宮
（
高
光
の
妹
）
か
ら
出
家
し
て
山

に
こ
も
る
の
は
寒
い
だ
ろ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
防

寒
具
を
送
ら
れ
る
。
彼
は
そ
の
返
歌
と
し
て
、
山

風
を
防
い
で
く
れ
る
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
を
も
ら
っ

て
嬉
し
く
て
着
る
た
び
に
涙
が
で
て
袖
が
ぬ
れ
て

し
ま
う
、
と
歌
っ
て
い
る
。
袖
が
濡
れ
る
と
い
う

の
は
常
套
の
比
喩
で
あ
り
必
ず
し
も
事
実
を
写
実

的
に
書
い
て
は
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
も
し

裘
の
袖
が
下
の
装
束
の
袖
よ
り
も
長
け
れ
ば
、
装

束
の
袖
が
涙
で
濡
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
そ
の
よ

う
な
比
喩
表
現
も
不
自
然
だ
ろ
う
。
ま
た
平
安
時

代
の
装
束
は
寛
闊
化
が
進
ん
だ
と
は
い
っ
て
も
裄

（
袖
の
長
さ
）
は
、
後
世
の
装
束
の
よ
う
な
極
端
に

長
く
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
上
に
羽
織
る
皮
衣
の
袖
は
長
く
て

も
、
手
首
よ
り
先
に
は
達
し
な
か
っ
た
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
る
。

③　
『
う
つ
ほ
物
語
』の

　
　
宿
直
アイ
テ
ム
と
し
て
の
黒
貂
裘

『
う
つ
ほ
物
語
』（
宇
津
保
物
語
）
は
、
10
世
紀
後

半
に
成
立
し
、
平
安
貴
族
の
ペ
ル
シ
ャ
・
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
趣
味
が
満
載
さ
れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、

著
者
は
『
倭
名
類
聚
鈔
』
の
著
者
の
源
順
と
の
説

が
あ
る
﹇
山
口
2
0
0
6
﹈。『
う
つ
ほ
物
語
』（
蔵
開

中
）
の
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
に
関
す
る
記
述
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

赤
色
の
織
物
の
直
垂
、
綾
の
に
も
綿
入
れ
て
、

白
き
綾
の
袿
重
ね
て
、
六
尺
ば
か
り
の
黒
貂

の
裘
、
綾
の
裏
つ
け
て
綿
入
れ
た
る
、
御
包

に
包
ま
せ
た
ま
ふ
。

こ
れ
は
宿
直
す
る
仲
忠
大
将
に
、
女
一
宮
が
夜

寒
を
し
の
ぐ
も
の
を
送
っ
て
き
た
場
面
の
記
述
で

あ
る
。
こ
の
黒
貂
裘
は
6
尺
と
い
う
長
さ
で
あ
り
、

中
に
綿
な
ど
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

れ
は
「
直
垂
」
と
と
も
に
掛
け
布
団
と
し
て
使
用

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
の
「
ど
て
ら
」

や
「
か
い
ま
き
」
の
よ
う
な
夜
具
と
し
て
着
用
し

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
6
尺
（
1
8
0 

cm
前
後
）
の

衣
類
は
、
当
時
の
日
本
人
な
ら
裾
を
引
き
ず
る
長

さ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

④　
『
源
氏
物
語
』の
黒
貂
の
皮
衣

『
源
氏
物
語
』
は
10
世
紀
後
半
か
ら
11
世
紀
前

半
に
書
か
れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
そ
の

装
束
の
記
載
は
当
時
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
重
明
親
王
は
『
源

氏
物
語
』
の
末す

え

摘つ
む

花は
な

の
巻
の
女
主
人
公
の
父
、
常

陸
宮
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
﹇
河
添
2
0
0
8
﹈。

こ
の
巻
で
は
黒
貂
の
皮
衣
の
下
に
、
袿
な
ど
を
重

ね
着
し
た
様
が
描
写
さ
れ
て
い
る
（
聴
色
の
わ
り
な

う
上
白
み
た
る
一
か
さ
ね
、
な
ご
り
な
う
黒
き
袿
か
さ
ね

て
、
表
着
に
は
黒
貂
の
皮
衣
、
い
と
き
よ
ら
に
か
う
ば
し

き
を
着
た
ま
へ
り
）。
襲か

さ
ね

衣ぎ
ぬ

と
袿う

ち
き

の
重
ね
た
様
子

が
見
え
る
と
言
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、
皮
衣

は
前
の
左
右
の
前
身
頃
が
分
割
し
て
お
り
下
の
装

束
の
襟
元
が
見
え
る
形
状
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤　
藤
原
道
長
が
宋
の
僧
に
送
っ
た
貂
裘

藤
原
道
長
の
長
徳
4
（
9
9
8
）
年
か
ら
治
安

元
（
1
0
2
1
）
年
ま
で
の
日
記
は
『
御み

堂ど
う

関か
ん

白ぱ
く

記き

』
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
中
頃

の
長
和
4
（
1
0
1
5
）
年
7
月
15
日
に
道
長
が
帰

国
す
る
宋
僧
に
様
々
な
贈
り
物
を
し
た
が
、
そ
の

な
か
に
奥
州
貂
裘
3
領
を
送
っ
た
と
の
記
述
が
あ

る
（
奥
州
貂
裘
三
領
、
長
二
領
、
一
領
）。
こ
の
奥
州

貂
裘
と
は
、
東
北
に
生
息
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
テ
ン

の
も
の
か
、
東
北
経
由
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
北
海

道
〜
ア
ム
ー
ル
地
方
産
の
ク
ロ
テ
ン
な
い
し
キ
エ

リ
テ
ン M

artes flavigula  

（B
oddaert, 1785

）
の

毛
皮
で
作
ら
れ
た
も
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
こ

の
記
述
文
か
ら
は
貂
裘
に
は
、
少
な
く
と
も
、
長

い
物
と
短
い
物
の
2
種
類
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す

る
。『
御
堂
関
白
記
』
か
ら
は
具
体
的
な
長
さ
は

わ
か
な
い
が
、
前
述
し
た
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
6

尺
前
後
の
皮
衣
が
こ
の
長
尺
タ
イ
プ
に
相
当
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥　
貂
裘
の
代
わ
り
と
し
て
の
裘
代

平
安
時
代
に
は
「
裘
代
」（
き
ゅ
う
た
い
。
裘
袋
、

裘
帯
、
宮
体
と
も
書
く
）
と
い
う
法
皇
・
法
親
王
・

諸
門
跡
が
参
内
の
と
き
に
着
用
す
る
僧
服
の
一
種

が
あ
っ
た
（
図
1
）。
袖
丈
が
長
く
、
裾
を
引
く
よ

う
な
長
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ま
た
左
右
の
前
身
頃

は
交
差
し
、
腰
の
紐
で
固
定
さ
れ
て
い
る
。
18
世

紀
の
故
実
書
の
『
貞
丈
雑
記
』
で
は
「
裘
代
は
法

皇
御
着
其
他
諸
門
跡
方
着
用
あ
り
。
当
時
御
参
内

の
時
の
み
め
さ
る
ゝ
由
、
褻
の
御
服
に
は
あ
ら
ず
。

裘
代
と
は
裘
に
代
る
の
意
な
る
べ
し
。
裘
は
毛
皮

A

B

図1　平安時代の高僧の裘代。
A 法親王裘代五條袈裟姿（風俗博物館のHPのイラストより模写）。
B 裘代（『貞丈雑記』）より。
 長い裾及びその先の欄（襞、プリーツ）と
 高い襟が特徴
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に
て
縫
い
た
る
衣
な
り
。
隠
者
な
ど
の
着
る
物
な

り
」
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
裘
代
は
皮
衣

が
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
皮
衣
も
左
右

の
前
身
頃
は
交
差
し
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

る
。
一
方
、
平
安
時
代
史
事
典
﹇
古
代
学
協
会
・
古

代
学
研
究
所
1
9
9
4
﹈
に
よ
れ
ば
、
裘
代
の
丈
は

曲
尺
六
尺
九
寸
ぐ
ら
い
、
と
あ
る
の
で
『
う
つ
ほ

物
語
』
の
皮
衣
の
6
尺
よ
り
も
9
寸
長
く
な
っ
て

い
る
。
裘
代
は
長
尺
タ
イ
プ
の
貂
裘
を
強
調
し
た

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

⑦　
明
代
の
貂
裘

中
国
明
末
の
産
業
書
『
天
工
開
物
』
に
は
裘

の
解
説
に
「
貂
之
皮
方
不
盈
尺
、
積
六
十
餘
貂
僅

成
一
裘
」
と
あ
り
、
一
着
の
貂
裘
を
作
る
の
に
六

十
数
頭
の
貂
が
必
要
で
あ
っ
た
。
1
頭
の
ク
ロ
テ

ン
か
ら
13
×
30 

cm
の
長
方
形
の
毛
皮
が
取
れ
る
と

す
る
と
（『
天
工
開
物
』
に
は
1
頭
か
ら
は
1
尺
取
れ
な

い
と
あ
る
が
、
毛
皮
の
実
見
で
は
余
裕
で
取
れ
そ
う
で
あ

る
。
参
考
資
料
2
参
照
）、
63
頭
分
掛
け
あ
わ
せ
る
と

約
2
・
5 

m2

の
面
積
と
な
る
。
現
代
の
日
本
の
着

物
1
着
分
で
あ
る
1
反
（
鯨
尺
で
約
7
5
8

cm
）
の

布
は
並
幅
（
36 

cm
）
で
約
2
・
7 
m2

の
面
積
と
な
る
。

通
常
の
背
丈
の
人
な
ら
こ
れ
で
仕
立
て
て
も
布
は

余
る
の
で
、
2
・
5 

m2

の
面
積
の
毛
皮
を
全
て
用

い
て
着
物
風
に
仕
立
て
る
と
、
丁
度
、
裾
を
引
き

ず
る
長
さ
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
天
工
開

物
』
記
載
の
貂
裘
は
長
い
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
日
本
の
平
安
時
代
の
長
尺

タ
イ
プ
の
皮
衣
は
、
大
陸
で
は
少
な
く
と
も
明
代

ま
で
使
わ
れ
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

⑧　
江
戸
時
代
の
絵
画

18
世
紀
に
描
か
れ
た
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の

図
絵
を
2
点
提
示
す
る
。
始
め
は
『
蝦
夷
風
俗

図
式
』﹇
谷
文
旦
筆
1
7
9
9
﹈
に
描
か
れ
た
皮
衣

を
纏
っ
た
ア
イ
ヌ
の
女
性
（
図
2
‐
A
）。
大
塚

（
2
0
0
1
）﹇
大
塚
2
0
0
1
﹈
に
よ
れ
ば
、
テ
ン
ら

し
き
顔
な
ど
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
明
ら

か
に
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
を
用
い
た
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
ア
イ
ヌ
人
は
基
本
的
に
ク
ロ
テ
ン
の
毛

皮
は
サ
ン
タ
ン
交
易
用
に
捕
獲
し
、
日
本
（
本
土
）

へ
の
輸
出
や
自
ら
の
使
用
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

と
さ
れ
る
﹇
出
利
葉
2
0
0
0
、
2
0
0
2
﹈。
し
か
し
、

17
世
紀
後
半
に
北
海
道
に
漂
着
し
た
朝
鮮
人
の
記

録
に
よ
る
と
、
稚
内
周
辺
の
ア
イ
ヌ
は
ク
ロ
テ
ン

の
皮
衣
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

る
﹇
海
保
2
0
0
0
﹈
の
で
、
こ
の
図
は
実
物
を
写

生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
18
世
紀
の
絵
付

き
百
科
事
典
で
あ
る
『
和
漢
三
才
図
会
』（
寺
島

良
安
著
1
7
1
2
年
頃
出
版
）
に
も
「
裘

か
わ
ご
ろ
も

」
の
項

目
が
あ
り
そ
こ
に
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
2

‐
B
）。
こ
の
解
説
は
中
国
で
の
裘
の
使
用
に
つ
い

て
書
か
れ
、
日
本
の
裘
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い

の
で
、
こ
の
裘
の
絵
が
日
本
の
も
の
を
描
い
た
と

い
う
保
証
は
な
い
。
寺
島
良
安
が
何
に
基
づ
い
て

描
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
図
2
‐
A
の
ア

イ
ヌ
の
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
と
酷
似
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
そ
れ
ほ
ど
長
い
物
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い

膝
か
長
く
て
も
く
る
ぶ
し
ま
で
よ
り
も
短
い
。
ま

た
、
い
ず
れ
の
図
も
左
右
の
前
身
頃
は
交
差
さ
せ
、

ア
イ
ヌ
で
は
腰
の
紐
で
固
定
し
て
い
る
。

⑨　
陳
の
文
帝
の
皮
衣

中
国
南
北
朝
時
代
・
陳
の
文
帝
（
在
位
5
5
9
〜 

5
6
6
年
）の
肖
像
画
が
あ
る（
図
3
）。
周
（
2
0
0
2
）

﹇
周
2
0
0
2
﹈
に
よ
れ
ば
、
着
用
し
て
い
る
皮
衣

は
「
白
狐
皮
大
衣
」
で
あ
る
。
白
狐
皮
大
衣
と

は
白
狐
裘
と
同
義
と
思
わ
れ
、
キ
ツ
ネ
（
恐
ら
く

ア
カ
ギ
ツ
ネ Vulpes vulpes

）
の
白
い
脇
の
部
分
だ
け

を
使
っ
た
皮
衣
で
、
一
着
つ
く
る
の
に
数
百
か

ら
数
千
頭
分
が
必
要
で
あ
り
、
周
代
に
は
天
子

だ
け
が
着
用
で
き
た
﹇
西
村
2
0
0
3
﹈。
中
華
王

朝
で
は
、
戦
国
時
代
か
ら
漢
代
に
か
け
て
狐
皮

か
ら
貂
皮
の
利
用
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
た
﹇
河
添

2
0
0
8
﹈
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
南
北
朝
時

代
で
も
皇
帝
が
狐
皮
を
用
い
て
い
た
例
で
あ
る
。

ま
た
皇
帝
が
狐
の
裘
を
用
い
る
の
は
清
代
ま
で
行

わ
れ
﹇
周
2
0
0
2
﹈、
朝
鮮
半
島
で
も
白
狐
裘
衣

は
国
王
が
用
い
る
も
の
で
あ
っ
た
﹇
金
2
0
0
8
﹈。

唐
代
の
中
国
の
貂
裘
に
も
こ
の
南
北
朝
時
代
の
白

狐
皮
大
衣
と
同
タ
イ
プ
の
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
裾
を
引
き
ず
る
長
い
タ
イ
プ
で
は

な
く
、
対
丈
（
足
首
ま
で
の
長
さ
）
よ
り
も
短
い
腰

図2

江戸時代（18世紀）の皮衣の絵図。
A 『蝦夷風俗図式』に描かれた皮衣を纏った
 アイヌの女性。
 大塚（2001）［大塚 2001］より転載。
B 『和漢三才図会』に掲載されている裘
  （かわぎぬ、かわごろも）の図

BA

図3　『陳文帝像』（閻立本）。
南朝の中華王朝・陳の文帝（在位559-566年）の

在位8年の肖像画。
日本語版Wikipediaより転載・改変

（2010年6月1日アクセス）

B
A

図4　朝鮮半島での裘衣。
A 李氏朝鮮の南以興将軍
  （1540-1627年）のカドッの遺品。
Ｂ 朝鮮時代のカッチョゴリ。
 いずれも金（2008）［金 2008］より転載
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丈
（
腰
の
少
し
下
ま
で
来
る
長
さ
）
タ
イ
プ
あ
る
い
は

せ
い
ぜ
い
脛
ま
で
の
長
さ
で
あ
る
。
胸
元
は
大
き

く
開
き
左
右
の
前
身
頃
を
重
ね
な
い
形
状
を
し
て
、

左
右
の
身
頃
は
胸
元
で
紐
で
結
ん
で
い
る
。

⑩　
李
氏
朝
鮮
の
皮
衣

以
下
で
は
韓
国
服
飾
文
化
事
典
﹇
金
2
0
0
8
﹈

の
記
載
事
項
を
も
と
に
説
明
す
る
。
動
物
の
毛
皮

で
仕
立
て
た
上
着
は
カ
ド
ッ
あ
る
い
は
裘
衣
（
ク

ウ
ィ
）・
裘
（
ク
）
と
よ
ば
れ
る
。
カ
ド
ッ
は
後
世

で
は
布
で
仕
立
て
ら
れ
鎧
の
内
着
と
し
て
用
い
ら

れ
た
。
図
4
‐
A
は
そ
の
よ
う
な
布
製
の
カ
ド
ッ

と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
カ
ッ
チ
ョ
ゴ
リ
（
図
4
‐

B
）
は
毛
皮
を
内
側
に
し
て
仕
立
て
た
防
寒
用
の

上
衣
（
チ
ョ
ゴ
リ
）
で
あ
る
。
貂
の
カ
ッ
チ
ョ
ゴ

リ
は
、
貂
裘
（
チ
ョ
グ
）
と
呼
ば
れ
、
宮
廷
の
高

位
者
や
支
配
階
級
の
両
班
の
男
女
が
用
い
、
庶
民

は
一
般
に
着
用
が
で
き
な
か
っ
た
。
李
氏
朝
鮮
時

代
の
貂
裘
は
毛
を
内
側
に
む
け
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
た
だ
し
高
麗
時
代
以
前
の
半
島
の
皮
衣
に
つ

い
て
は
、
韓
国
服
飾
文
化
事
典
に
は
記
載
が
な
く
、

い
つ
ご
ろ
か
ら
毛
を
内
側
に
向
け
る
よ
う
に
な
っ

た
か
は
不
明
で
あ
る
。
カ
ッ
チ
ョ
ゴ
リ
は
左
右
前

身
頃
は
交
差
さ
せ
、
胸
の
紐
で
結
ぶ
タ
イ
プ
で
あ

る
。
一
般
の
筒
袖
タ
イ
プ
の
服
よ
り
も
緩
や
か
に

で
き
て
お
り
、
丈
の
長
さ
は
せ
い
ぜ
い
膝
ま
で
の

長
さ
の
中
間
の
長
さ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。

⑪　
清
代
の
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣

清
の
官
吏
は
「
端た

ん

罩と
う

」
と
い
う
毛
皮
コ
ー
ト

の
着
用
を
し
た
（
図
5
）。
毛
皮
の
種
類
は
官
品

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
貂
の
端
罩
は
武
二
品
以

上
、
文
三
品
以
上
と
い
う
高
級
官
吏
、
爵
位
者

や
皇
族
、
皇
帝
の
み
許
さ
れ
た
﹇
周
2
0
0
2
、
劉

2
0
0
3
﹈。
こ
の
貂
は
主
に
ク
ロ
テ
ン
を
指
す
と

思
わ
れ
る
。
貂
の
端
罩
に
は
腰
ま
で
の
短
い
タ
イ

プ
（
図
5
‐
A
、
B
）
と
脛
ま
で
の
長
い
タ
イ
プ
（
図

5
‐
C
、
D
）
が
あ
っ
た
。
袖
は
清
の
官
服
と
対
応

し
て
筒
袖
で
あ
る
。
前
身
頃
は
左
右
に
分
割
し
て

い
る
が
、
首
か
ら
腹
ま
で
は
正
中
線
で
ぴ
た
り
と

綴
じ
て
い
た
。
た
だ
し
、
腹
部
あ
た
り
か
ら
下
部

は
、
前
身
と
後
身
は
綴
じ
ず
に
ス
リ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。
胸
で
ぴ
た
り
と
綴
じ
る
端
罩
で
は
、
裾

が
長
い
と
歩
行
に
不
便
で
あ
る
の
で
横
に
ス
リ
ッ

ト
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の
よ
う
な
筒
袖
タ
イ
プ
で
は
数
枚
以
上
の
も
の
を

重
ね
着
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
中
央
で

左
右
身
頃
を
完
全
に
綴
じ
る
と
重
ね
着
し
た
様
子

を
見
せ
る
こ
と
が
難
し
い
。
従
っ
て
日
本
古
代
の

皮
衣
の
袖
お
よ
び
左
右
身
頃
の
閉
じ
方
は
端
罩
タ

イ
プ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

5 

形
状
の
類
推
ま
と
め

以
下
で
は
4
節
の
ま
と
め
と
し
て
日
本
古
代
の

黒
貂
裘
の
形
状
を
推
察
し
て
み
る
。

①　

長
さ
。
少
な
く
と
も
長
短
の
2
タ
イ
プ

あ
っ
た
。
長
尺
タ
イ
プ
は
6
〜
7
尺
程
度
の
裾
を

引
き
ず
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
短
尺
タ
イ
プ

は
直
接
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
陳
の
文
帝
の
皮

衣
あ
る
い
は
現
代
の
日
本
の
羽
織
の
よ
う
な
腰
丈

の
長
さ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

江
戸
時
代
の
ア
イ
ヌ
女
性
着
用
の
ク
ロ
テ
ン
皮
衣

や
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
裘
の
よ
う
な
、
膝
下
ぐ

ら
い
の
長
さ
の
中
間
タ
イ
プ
も
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。

②　

前
身
頃
。
古
代
か
ら
近
世
の
東
ア
ジ
ア
諸

地
域
の
皮
衣
は
い
ず
れ
も
前
身
頃
は
左
右
で
分
割

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
古
代
日
本
の
皮
衣

も
左
右
分
割
タ
イ
プ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
古
代

日
本
の
も
の
は
、
清
代
の
端
罩
の
よ
う
に
左
右
身

頃
を
ぴ
た
り
と
正
中
線
で
合
わ
せ
る
タ
イ
プ
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
日
本
の
貂
裘
の
左
右

身
頃
は
裘
代
や
『
和
漢
三
才
図
会
』、
ア
イ
ヌ
の

裘
、
朝
鮮
の
カ
ッ
チ
ョ
ゴ
リ
の
よ
う
に
、
交
差
さ

せ
る
タ
イ
プ
か
、
陳
の
文
帝
の
皮
衣
や
羽
織
の
よ

う
に
垂
直
に
垂
ら
す
タ
イ
プ
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
左
右
で
交
差
さ
せ
る
場
合
は
腰
や
胸
で

紐
等
で
固
定
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
あ

る
い
は
女
房
装
束
の
唐
衣
や
小
袿
の
よ
う
に
（
例

え
ば
﹇
鈴
木
1
9
9
5
、
八
條
2
0
0
5
﹈
参
照
）
は
お

る
だ
け
で
紐
や
帯
に
よ
り
固
定
し
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

③　

袖
。
少
な
く
と
も
、
袖
は
束
帯
よ
り
も
丈

図5　清の高官の貂皮の端罩（毛皮コート）。
A 運同銜侯選同知夏鑾の肖像画。
 劉（2003）［劉 2003］より転写改変。
B 短い端罩。劉（2003）［劉 2003］より転写改変。
C 一等果威伯官文の肖像画。
 周（2002）［周 2002］より転写改変。 
D 清代の貂皮端罩の遺物。宗（2004）［宗 2004］より転載

A B

C D

参考資料2

ニホンテン（1-4）と北海道産クロテン（5-8）の毛皮。北海道大学北方生物圏フィールド科
学センター植物園所蔵標本。いずれも冬毛。黄褐色から暗褐色のバリエーションが見ら
れる。このニホンテンの標本はキテンと呼ばれる黄褐色の色彩タイプである（この他にス
ステンとよばれる暗褐色の色彩タイプもある）。クロテンの夏毛では背面が黒色に、キテ
ンの夏毛では明黄色となる。スケールは127cm。
ニホンテン；1：山陰産（標本番号42987）、2：北陸産（42986）、3：新潟県産（42327）、
4：東北北部産（42985）。北海道産クロテン（エゾクロテン）；5（標本番号13212）、6
（24916）、7（24915）、8（47326）。

参考資料1

ユーラシア産クロテンの毛皮の色のバリエーション。ロシア科学ア
カデミー・動物学研究所所蔵標本。　A. V. Abramov撮影。いず
れも冬毛。ロシアのクロテンは暗褐色から漆黒まで毛皮の色にバ
リエーションがある。
1：バイカル湖北東部のバルグジン地方産 (標本番号27888。
lectotype of Martes zibellina princeps)、2：沿海地方産（27889。
holotype of M. z. arsenjevi）、3；中央シベリアのニージニャヤ・ツ
ングースカ川沿い産（75671。holotype of M. z. tungussensis）、
4；カムチャッカ半島産（19529）、5；サハリン産（75670。holotype 

of M. z. sahalinensis）．6；中央シベリアのサヤン山脈産（19954。
holotype of M. z. sajanensis）。

1 2 3 4 5 6 7 8
ニホンテン エゾグロテン

1 2 3 4 5 6
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さ
れ
、
通
常
バ
イ
カ
ル
湖
東
部
の
バ
ル
グ
ジ
ン

地
方
産
の
も
の
（
参
考
資
料
1
‐
1
）
に
限
ら
れ
る

﹇H
eptner et al.  2002

﹈。
よ
っ
て
、
黒
貂
裘
の
色

彩
は
淡
い
黄
褐
色
か
ら
灰
褐
色
、
黒
褐
色
が
普
通

で
、
ま
れ
に
漆
黒
の
も
の
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
点
を
総
合
し
て
、
平
安
時
代
（
10
世
紀
）

の
成
人
の
上
級
貴
族
が
束
帯
を
着
用
し
、
そ
の
上

に
黒
貂
裘
を
着
重
ね
た
想
像
図
を
図
6
に
掲
示
す

る
。今

回
の
論
考
で
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
大
ま
か

な
形
状
に
つ
い
て
は
、
よ
り
客
観
性
を
も
っ
て
推

定
で
き
た
。
し
か
し
情
報
不
足
に
よ
り
細
か
い
形

状
は
未
だ
確
定
で
き
な
い
。
ま
た
黒
貂
裘
は
日
本

に
お
い
て
は
3
0
0
年
以
上
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、

モ
デ
ル
の
時
代
的
変
遷
も
あ
っ
た
ろ
う
。
今
後
、

日
本
の
黒
貂
の
皮
衣
の
遺
物
や
絵
画
資
料
、
木
像

な
ど
の
発
見
は
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

神
社
仏
閣
の
記
録
、
書
簡
、
日
記
な
ど
に
、
黒
貂

裘
の
新
た
な
記
載
の
発
見
が
あ
り
う
る
。
こ
の
よ

う
な
新
た
な
資
料
に
よ
り
古
代
日
本
の
ク
ロ
テ
ン

の
皮
衣
の
形
状
に
つ
い
て
さ
ら
に
具
体
的
に
類
推

で
き
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

6 

謝
辞

こ
の
論
文
執
筆
の
発
端
と
な
っ
た
の
が
有
職
装

束
研
究
「
綺
陽
会
」（
八
條
忠
基
氏
主
催
）
の
電
子

掲
示
板
に
お
け
る
、
源
氏
物
語
末
摘
花
巻
お
よ
び

渤
海
国
に
関
す
る
一
連
の
論
議
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
多
く
の
指
摘
は
八
條
忠
基
、
藤
尾
隆
、
大
野

祐
子
の
各
氏
は
じ
め
他
の
会
員
諸
氏
と
の
や
り

と
り
に
よ
る
。
特
に
藤
尾
隆
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
綾
麿
）

氏
に
は
無
理
を
い
っ
て
、
平
安
貴
族
が
黒
貂
裘
を

纏
っ
た
イ
ラ
ス
ト
も
描
い
て
い
た
だ
い
た
。
本
来

は
こ
れ
ら
の
方
々
と
の
共
著
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、

執
筆
内
容
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
の
責
任
を
考
え

て
私
の
単
著
と
い
う
形
に
し
た
。
こ
こ
に
綺
陽
会

の
会
員
に
謝
意
を
謹
ん
で
表
し
た
い
。
菊
池
俊
彦
、

蓑
島
栄
紀
、A

lexei V
. A

bram
ov

、
福
永
重
治

の
各
氏
に
は
文
献
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
さ

ら
にA

.V
. A

bram
ov

氏
に
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
動
物
学
研
究
所
（Institute of Z

oology, 

R
ussian A

cadem
y of Science, Sankt Petersburg

）

所
蔵
の
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
標
本
の
写
真
を
撮
影
し

提
供
い
た
だ
い
た
。
北
海
道
大
学
北
方
生
物
圏

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
植
物
園
に
は
、
所
蔵

の
テ
ン
類
の
標
本
の
ア
レ
ン
ジ
と
写
真
撮
影
の
許

可
を
い
た
だ
い
た
。
風
俗
博
物
館
（
京
都
）
に
は

裘
代
の
イ
ラ
ス
ト
の
転
載
を
許
可
い
た
だ
い
た
。

胡
耀
光
氏
に
は
中
国
語
で
不
明
な
点
を
な
ん
ど
も

ご
教
授
い
た
だ
い
た
。
八
條
忠
基
、
大
野
祐
子
、

藤
尾
隆
、
蓑
島
栄
紀
の
各
氏
に
は
初
期
の
原
稿
の

レ
ビ
ュ
ー
を
願
っ
た
が
、
最
終
的
な
発
言
内
容
の

責
任
は
全
て
著
者
が
負
う
。
以
上
の
方
々
や
機
関

へ
深
謝
い
た
し
ま
す
。

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
時
代
が
下
が
り
寛

闊
化
が
進
む
に
つ
れ
、
皮
衣
の
袖
丈
も
長
く
な
っ

て
い
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
装
束
の
袖
裄
の

長
さ
は
手
首
よ
り
も
短
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た

半
袖
や
袖
無
し
タ
イ
プ
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

④　

そ
の
他
。
裏
は
綾
な
ど
の
絹
布
を
使
っ

て
い
た
。
ま
た
綿
な
ど
の
詰
め
物
を
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

⑤　

皮
衣
の
色
彩
。
黒
貂
裘
の
色
彩
の
参
考
と

し
て
、
ロ
シ
ア
産
の
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
（
参
考
資

料
1
）、
お
よ
び
北
海
道
産
の
ク
ロ
テ
ン
と
ニ
ホ

ン
テ
ン
の
毛
皮
（
参
考
資
料
2
）
を
提
示
す
る
。
ク

ロ
テ
ン
の
毛
色
は
黄
が
か
っ
た
色
か
ら
暗
褐
色
、

さ
ら
に
は
漆
黒
ま
で
、
か
な
り
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
る
。
冬
毛
と
夏
毛
は
毛
質
・
毛
色
が
か
な
り

異
な
り
、
ク
ロ
テ
ン
、
ニ
ホ
ン
テ
ン
と
も
に
夏
毛

は
冬
毛
よ
り
暗
色
で
あ
り
、
冬
毛
に
は
短
い
刺
し

毛
が
密
生
す
る
。
毛
皮
製
品
に
さ
れ
る
の
は
通
常

冬
毛
で
、
一
般
に
黒
っ
ぽ
い
色
の
貂
皮
が
黄
っ

ぽ
い
も
の
よ
り
も
上
等
と
さ
れ
て
い
た
﹇
佐
々
木

1
9
9
6
﹈。
漆
黒
の
冬
毛
の
毛
皮
は
最
高
級
品
と
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図書出版、故實叢書編集部編（1993）
◉『西宮記』改訂増補　故實叢書　第
6-7巻　明治図書出版、故實叢書編集部編
（1993）
◉『御堂関白記』東京大学史料編纂所
デ ー タ ベ ー ス（http://www.hi.u-tokyo.

ac.jp/ships/）
◉『うつほ物語』新編日本古典文学全集
16　小学館、中野幸一・校注（2002）
◉『源氏物語』新編日本古典文学全
集20-25　小学館、阿部秋生他・校注
（1994-1998）
◉『多武峯少将物語』高光集と多武峯少将
物語：本文・注釈・研究　風間書房、笹
川博司（2006）
◉『日本三代實録』新訂増補國史体系１
部8-9　吉川弘文館、國史大系編修會編
（1952）

◉『延喜式』新訂増補國史体系2部
8-10　吉川弘文館、國史大系編修會編
（1952-1953）
◉『続日本紀』新訂増補國史体系2巻　吉
川弘文館、國史大系編修會編（1966）
◉『扶桑略記』新訂増補國史体系　
12巻　吉川弘文館、國史大系編修會編
（1965）
◉『吏部王記』史料纂集　古記録編39

巻　続群書類従完成会、米田雄介・吉岡
真之・校訂（1974）
◉『貞丈雑記』改訂増補　故實叢書　第
1巻　明治図書出版、故實叢書編集部編
（1993）
◉『天工開物』十一組出版部、三枝博音・
解説（1943）
◉『和漢三才図会』復刻版　吉川弘文館、
寺島良安（1906）

図6　10世紀の上級貴族が黒貂裘を重ね着したイメージ図。
束帯の上に長尺長袖タイプの黒貂裘を着用し、さらにその上
に何領かの短尺袖無しタイプを重ね着した場面を想定した。
このモデルとなった重明親王が渤海使に会った時は、元服
前の14歳の少年であったらしく、その場合は無冠で闕腋袍で
あったと思われる。　綾麿オリジナルイラスト

▍大 大學（智志）
……おおだち・だいがく（さとし）

大 智氏とも表記。北海道大学低温科学
研究所・大学院環境科学院助教。北海道
大学大学院理学研究科博士課程修了、
博士（理学）。専門分野は生態学、哺乳
動物学、動物文化誌。編著に『The Wild 

Mammals of Japan』（松香堂）など。流鏑
馬競技連盟理事として在来馬の利活用に
も携わる

p r o f i l e

 日本古代のクロテンの皮衣（黒貂裘）の形状について──大 大學（智志）


